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社会福祉法人みのり福祉会 

令和 7年 6月６日発行 
6・7 月号 

内部向け情報誌 

あおぞらいちば ≪光陰矢の如し≫ 

令和７年度、新年度があけ、気が付けば早くも 6月を迎える時期となりました。年々、１年が早く感じ

られるようになってきます。 

みのり福祉会の事業の流れを振り返ると、新年を迎えた後はすぐ次年度の事業計画の作成に取りかかる

ことになります。前年に生じた出来事や反省点を踏まえ、次年度に取り組むべき重要な事柄を検討し計画

を立てていきます。 

また、利用者一人ひとりに対しても、次年度に向けたモニタリングで昨年度を振り返り、新たな目標を

設定する支援計画の作成が始まります。 

４月に新年度を迎えると、すぐに前年度の事業報告や決算、国への実績報告などが続き、気が付くと 6

月。１年の半分が過ぎてしまったことになります。まさに「光陰矢の如し」月日は飛ぶ矢のような速さで

過ぎ去っていきます。そして、９月のモニタリングを迎える頃には、もう 12月、年の瀬です。 

このように、運営をするにあたり毎年の業務が繰り返される中で、1年はあっという間に過ぎていき、

利用者の皆さんも私たち職員もまたひとつ歳を重ねていきます。 

しかし、この仕事においては、そのような変わらない日常の中でも、日々の業務の中に突発的な出来事

や対応が生じ、変化の背景を探る会議や情報を共有するカンファレンスがあり、仕事が単調なルーティー

ンに陥ることはありません。 

また、事業運営の面でも、社会や法律は常に変化していきます。私たちが社会の流れより速いスピード

で対応するには、日々、同じ日常をただ繰り返すだけでは到達できません。    

社会福祉法人みのり福祉会では、このような変化の時代を見据え、同じ日常の一歩先を常に歩めるよう

「第二期中長期計画みのり 2035プラン」を刊行いたしました。お手元に届きました際には、ぜひご一読

いただき皆様のご理解とご支援を賜れますようお願い致します。                              

理事長 坂本光雄 

 

【アルミ缶情報！！】 

【アルミ缶情報】 

令和７年１月～３月までの回収量は 

アルミ缶 145㎏ 合計 14,500円でした。 

現在週２～３回のペースでプレス作業を行っていま

す。引き続きご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

【アルミ缶資源回収先】 

利用者ご家族の方々・菅原三丁目地区の皆様 

コモンズカフェ様・工房：夢来夢来様 

つばさ乗馬苑様  

その他協力していただいた方々ありがとうございま

した。    （アルミ缶担当：平井、原田まで） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

・外出訓練（班ごと随時） ・7/3（木）歯科検診 ・7/23（水）、7/24（木）Ａ棟健康診断 

 

 

 

6 月・7 月の予定 

      令和 7年度 開所式  〜新体制でのスタート〜 

 春の訪れとともに、今年度のスタートを迎え、開所式を無事に終えることができ

ました。 

今年は就労継続 B型が別の建物に移

り、完全な生活介護の事業所としてのス

タートとなりました。 

 

 利用者のみなさんも目的に合わせた新

たな班に分かれ、それぞれのペースで活

動が始まっています。作業を中心とした

班や、日中活動をゆったり過ごす班など、

それぞれに合った形で毎日を過ごしてい

ます。 

  

 これからも、安心して楽しく過ごせる場

をつくっていけるよう、スタッフ一同頑張っ

てまいります。今年度もどうぞよろしくお

願いします！ 

 

今号の特集：新しい班、何してる？～スカイ班編～ 
名前の由来は、高くて果てしない。常に成長し続けるイメージがあってつけています。 

自宅で階段の上り下りが必要。歩くことはできるけれど、少し不安定。ひとりで動くのは億劫。そんな中 

でも、運動を通して健康を保ち、今できることをこれからも続けていけるようサポートしていきます。 

また、掃除や片付け、トイレなど、日常生活の中での動作も、できる限りご本人の力で取り組んでもらう

ことで、自然と“動く機会”を増やすことも目指しています。 

パン班への参加や創作活動なども取り入れながら、楽しみながら体を動かすことを大切にしています。 

８・９月号では「あかつき班」の紹介をします。 


